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　東日本の大地震・津波に原発事故と
昨年は大変な年でした。今年は希望が
見える年にとの思いですが、毎日の
ニュースを見ているとますます厳しく
なるような気がします。こういう時だ
からこそ議会の果たす役割と責任が重
要になってきます。議員は住民のみな
さんの声に耳を傾け、常に住民目線、
住民の立場に立ち議会活動をしなけれ
ばならないと思います。活動様子を
しっかりと知らせていきたい。 （Ｙ）

編 集 後 記
　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
台
風
や
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。
本
当
に
悲
し
い
一
年
で
し
た
。

　

新
年
早
々
、
氷
川
町
消
防
団
の
出
初
式
と
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
後
、
各
地
区
の
分

団
ご
と
の
「
点
検
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
各
分
団
と
も

こ
の
日
の
た
め
に
一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
夜
間
に
訓

練
を
重
ね
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
見
ご
た
え
の
あ
る
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。（
表
紙
の
写
真
は
、
優
勝
し
た
第

8
分
団
の
分
列
行

進
）
消
防
団
員
の

日
頃
の
消
防
・
防

災
活
動
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た

め
に
活
動
し
て
い

る
こ
と
に
改
め
て

敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

表 紙 のひとこと

スポットスポット
野 津 交 流 館野 津 交 流 館
さわやかな

声が広がる
交流と憩い

の場

　
「
野
津
交
流
館
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
平

成
18
年
に
野
津
地
区
に
完
成
し
た
建
物
で
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
（
都
市
と
農
村

と
の
交
流
事
業
）
や
様
々
な
交
流
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
施

設
で
す
。

　

野
津
交
流
館
に
は
、
交
流
ホ
ー
ル
や
和
室
、

調
理
体
験
室
が
あ
り
、
い
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ク
ラ
ブ
活
動
や
手
芸
、
料
理
、
踊
り
等
の
趣

味
を
通
じ
た
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
南

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。（
年
間
利
用
者
数
1
、
3
0
0
名
）

　

平
成
22
年
に
は
、
交
流
館
の
東
側
に
専
用
駐
車
場
（
22
台
分
）
も
完
成
し
、
施
設

の
利
便
性
が
さ
ら
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

取
材
日
に
は
、
野
津
地
区
の
み
な
さ
ん
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
し
た
。
元
気
で
す
ね
と
話
し
か
け
る

と
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
後
は
、
交
流
館
で
打
ち
上

げ
す
る
よ
」
と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
町
民

の
み
な
さ
ん
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
概
要

　

交
流
ホ
ー
ル　

和
室　

調
理
体
験
室

○
開
館
時
間

　

午
前
9
時
〜
午
後
10
時
ま
で

○
使
用
料
（
町
内
利
用
者
1
時
間
に
つ
き
）

　

交
流
ホ
ー
ル
・
和
室　

1
0
0
円

　

調
理
体
験
室　

2
0
0
円

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

氷
川
町
宮
原
振
興
局
（
総
務
振
興
課
企
画
係
）
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にぎやかにグラウンドゴルフ


